
増
田
社
会
保
障
研
究
所
代
表

介
護
保
険
法
の
一

部
改
正

介
護
保
険
法
の
一

部
改
正
法
案

が、

本
年
5
月
下
旬、

国
会
で
成
立

し
た
。

主
要
な
介
護
保
険
制
度
の
改

正
と
し
て
は、

制
度
実
施
以
来、

5

回
目
と
な
る。
今
回
の
改
正
内
容
は、

保
険
者
機
能
の
強
化、

介
護
医
療
院

の
創
設、
利
用
者
負
担
3
割
の
導
入、

第
2
号
被
保
険
者
の
保
険
料
に
お
け

る
総
報
酬
割
の
導
入
が
主
な
内
容
で

あ
る。

2
0
0
5
年
改
正
や
2
0
1

1
年
改
正
と
比
べ
る
と
小
規
模
な
改

正
で
あ
っ
て、

国
会
審
議
で
は、

利

用
者
の
負
担
増
大
と
な
る
3
割
負
担

導
入
に
つ
い
て
議
論
と
な
っ
た
も
の

の、

与
野
党
が
激
し
く
対
立
す
る
よ

う
な
法
案
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
の
―

つ
に、

昨
年
の
制

度
改
正
論
議
で
焦
点
と
な
っ

て
い

た、
「
軽
度
者
（
要
介
護
1
.
2)
に

対
す
る
訪
問
介
護
に
お
け
る
生
活
援

助
等
の
給
付
の
総
合
事
業
へ

の
移

行」

の
実
施
が
見
送
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
だ
ろ
う。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は、

昨
年
12

月
の
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部

会
の
報
告
書
で
は、

す
べ
て
の
市
町

村
で
2
0
1
7
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
等
の
総

合
事
業
へ

の
移
行
の
状
況
等
の
把

握
·

検
証
を
行
っ
た
う
え
で
検
討、

と
い
う
結
論
に
な
っ
た。

ま
た、

生

活
援
助
を
中
心
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

行
う
場
合
に
人
員
基
準
を
緩
和
す
る

増
田

雅
暢

「
化
活
援
助」
軽
視

異
議
あ
り

倫

＇
1
1
1
1

"

f
1

⇒1
"

＇

こ
と
に
つ
い
て
は、

介
護
報
酬
改
定

時
に
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
と
い
う

意
見
と
な
っ
た。

総
合
事
業
へ
の
移
行
は
時
期
尚
早

と
い
う
こ
と
で
見
送
り
と
な
っ
た
も

の
で、

移
行
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
の
で、

次
の
改
正

論
議
に
お
い
て
も
見
直
し
の
テ
ー
マ

と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う。

し
か
し、

筆
者
は、

2
0
1
4
年
改
正
に
お
け

る
要
支
援
者
に
対
す
る
介
護
予
防
訪

問
介
護
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
に
つ

い
て
懸
念
を
表
明
し
た
こ
と
が
あ
り

（
本
誌
2
7
4
7
号
「
予
防
給
付
見

直
し
に
対
す
る
五
つ
の
疑
問
」

参

照）
、

ま
し
て、

要
介
護
1
.
2
の

者
に
対
す
る
生
活
援
助
の
総
合
事
業

の
移
行
に
対
し
て
は
異
議
あ
り、

と

反
対
し
た
い
。

後
述
す
る
と
お
り、

移
行
論
の
背
景
に
あ
る
の
は
「
生
活

援
助
軽
視
論」

で
あ
る
が、

こ
れ
は

生
活
援
助
の
役
割
や
内
容
に
対
す
る

理
解
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

総

合
事
業
へ
の
移
行
は、

要
介
護
者
の

在
宅
生
活
を
支
え
て
き
た
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
縮
小
に
つ
な
が
る

で
あ
ろ
う。

介
護
保
険
を
支
え
て
い

る
被
保
険
者
の
利
益
を
損
な
う
よ
う

な
制
度
改
正
こ
そ、

制
度
の
持
続
可

能
性
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な
る
こ
と

を、

関
係
者
は
肝
に
銘
じ
る
必
要
が

あ
る。訪

問
介
護
に
お
け
る
生
活
援
助
の

内
容
は、

介
護
保
険
の
実
施
直
前
に

発
出
さ
れ
た
平
成
12
年
3
月
17
日
老

計
第
10
号
厚
生
省
老
人
福
祉
計
画
課

長
通
知
（
以
下
「
老
計
第
10
号
」

と

い

う）

に
示
さ
れ
て
い
る。

当
時、

生
活
援
助
は、

家
事
援
助
と
い
う
名

称
で
あ
っ
た。

老
計
第
10
号
に
よ
る

と、

生
活
援
助
と
は、
「
身
体
介
護

以
外
の
訪
問
介
護
で
あ
っ
て、
掃
除、

洗
濯、

調
理
な
ど
の
日
常
生
活
の
援

助
（
そ
の
た
め
に
必
要
な
一

連
の
行

為
を
含
む）

で
あ
り、

利
用
者
が
単

身、

家
族
が
障
害
•

疾
病
な
ど
の
た

め、

本
人
や
家
族
が
家
事
を
行
う
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
行
わ
れ
る
も
の

を
い
う」

と
定
義
さ
れ
た
。

そ
の
具

体
的
な
内
容
と
し
て、
「
サ
ー
ビ
ス

準
備
等」、
「
掃
除」、
「
洗
濯」、
「
ベ
ッ

ド
メ
イ
ク
」、
「
衣
類
の
整
理
・

被
服

の
補
修」、
「
一

般
的
な
調
理、

配
下

膳
」、
「
買
い
物
・

薬
の
受
け
取
り
」

が
示
さ
れ
た。

生
活
援
助
と
は
何
か
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評 ー論

一

方、

身
体
介
護
に
つ
い
て
は、

老
計
第
10
号
で
は、
「
利
用
者
の
身

体
に
直
接
接
触
し
て
行
う
介
助
サ
ー

ビ
ス
」

等
の
定
義
が
な
さ
れ、

そ
の

具
体
的
な
内
容
と
し
て、
「
サ
ー
ビ

ス
準
備
・

記
録
等」、
「
排
泄
・

食
事

介
助」、
「
清
拭・
入
浴、

身
体
整
容」、

「
体
位
変
換、

移
動
・

移
乗
介
助、

外
出
介
助
」、
「
起
床
及
び
就
寝
介

助」、
「
服
薬
介
助」、
「
自
立
生
活
支

援
の
た
め
の
見
守
り
的
援
助」

が
示

さ
れ
た
。

2
0
0
0
年
4
月
制
定
の
最
初
の

介
護
報
酬
で
は、

身
体
介
護
中
心
の

場
合
は
4
0
2
単
位、
家
事
援
助
（
の

ち
の
生
活
援
助）

中
心
の
場
合
は
1

5
3
単
位
（
い
ず
れ
も
所
要
時
間
30

分
以
上
1
時
間
未
満
の
場
合）

と、

設
定
さ
れ
た。

身
体
介
護
に
比
べ
て

生
活
援
助
の
評
価
が
低
す
ぎ
る
よ
う

な
感
が
あ
る
が、
も
と
を
た
ど
る
と、

介
護
保
険
制
度
実
施
前
の
老
人
福
祉

制
度
時
代
の
訪
問
介
護
事
業
に
対
す

る
補
助
基
準
額
と
し
て、

身
体
介
護

中
心
は
2
8
6
0
円、

家
事
援
助
中

心
は
2
1
0
0
円
と
な
っ

て
い
た

(
1
9
9
7
年
7
月）
。
し
た
が
っ
て、

介
護
保
険
で
は
身
体
介
護
の
評
価
を

高
め、

家
事
援
助
（
生
活
援
助）
の
評

生
活
援
助
を
巡
る
誤
解
と
今
後

こ
の
よ
う
に
生
活
援
助
は
身
体
介

護
に
比
べ
て
低
い
評
価
と
な
っ
て
い

る
が、

そ
の
理
由
と
し
て、

生
活
援

助
は
「
本
人
の
家
事
の
代
行」

と
い

う
認
識
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら、
「
家

政
婦
さ
ん
代
わ
り
に
訪
問
介
護
が
利

用
さ
れ
て
い
る
」

等
の
批
判
を
受
け

や
す
い
。

介
護
保
険
制
度
実
施
後
の

審
議
会
で
は、

生
活
援
助
を
介
護
保

険
の
給
付
の
対
象
外
と
す
る
こ
と

や、

保
険
給
付
割
合
を
引
き
下
げ
る

べ

き
等
の
意
見
が
出
さ
れ
て
き
た。

2
0
1
4
年
改
正
に
お
け
る
要
支
援

者
へ
の
訪
問
介
護
を
総
合
事
業
に
移

行
す
る
こ
と
や、

今
回
の
改
正
論
議

に
お
け
る
軽
度
者
（
要
介
護
1
.
2)

へ
の
生
活
援
助
を
総
合
事
業
に
移
行

す
る
と
い
う
提
案
は、

こ
う
し
た
議

論
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

し
か
し、

実
際
に
生
活
援
助
を
提

供
し
て
い
る
訪
問
介
護
員
サ
イ
ド
か

ら
み
る
と、
，
単
な
る
家
事
代
行
と
は

異
な
る
と
い
う。

介
護
保
険
の
保
険

給
付
に
よ
る
訪
問
介
護
は、

本
人
の

自
立
支
援
や
在
宅
生
活
の
継
続
の
た

価
は
下
げ
た
こ
と
に
な
る。

め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り、

そ
の

た
め
に
は、

掃
除
や
調
理、

洗
濯
等

の
援
助
行
為
と
並
行
し
て、

利
用
者

の
生
活
や
体
調
等
の
状
態
を
観
察

し、

変
化
が
見
ら
れ
れ
ば、

サ
ー
ビ

ス
提
供
責
任
者
へ
の
連
絡
•

相
談
等

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

漫
然
と
掃
除

等
を
行
う
の
で
は
な
く、

利
用
者
の

心
身
の
変
化
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
老
計
第
10
号
に
あ
る
と

お
り、

生
活
援
助
の
提
供
は、

本
人

や
家
族
が
家
事
を
行
う
こ
と
が
困
難

で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る。

さ
ら

に、

介
護
支
援
専
門
員
に
よ
る
ア
セ

ス
メ
ン
ト
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
て
実
施
さ
れ
る
も

の、

換
言
す
れ
ば、

そ
の
必
要
性
が

認
定
さ
れ、

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
目
標

が
設
定
さ
れ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
の
で、

単
な
る
「
家
事
代
行
」

と
み
る
の
は、

生
活
援
助
の
行
為
の

誤
っ
た
解
釈
で
あ
る。

ま
た、

訪
問
介
護
員
が
利
用
者
と

一

緒
に
手
助
け
し
な
が
ら
調
理
を
行

う
と、

身
体
介
護
の
「
自
立
生
活
支

援
の
た
め
の
見
守
り
的
援
助」

に
該

当
す
る
の
で、

調
理
と
い
う
行
為
で

あ
っ
て
も、

生
活
援
助
で
は
な
く
身

体
介
護
に
区
分
さ
れ
る。

つ
ま
り、

利
用
者
の
状
態
に
応
じ
た
提
供
方
法

に
よ
り、

訪
問
介
護
員
の
掃
除
や
調

理
が
身
体
介
護
に
区
分
さ
れ
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

生
活
援
助
を
総
合
事
業
へ

移
行
す

る
こ
と
は、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た

多
様

な
王
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

と
い
う
名
分
が
あ
る
が、

サ
ー
ビ
ス

提
供
者
が
プ
ロ
の
訪
問
介
護
員
か
ら

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
移
る
こ
と

は、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
は
否
め

な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
が
難

し
く、

事
業
継
続
性
の
面
で
も
課
題

が
多
い
。

要
支
援
者
に
対
す
る
訪
問

介
護
は、

2
0
1
7
年
度
か
ら
表
面

的
に
は
総
合
事
業
に
移
行
し
た
も
の

の、

実
際
に
は
従
来
の
指
定
事
業
者

が
地
域
支
援
事
業
上
の
事
業
者
と
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
例
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る。

仮
に、

従
来
の

指
定
事
業
者
が
総
合
事
業
か
ら
手
を

引
い
て
し
ま
う
と、

要
支
援
者
に
対

す
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は

困
難
と
な
る。

要
支
援
者
以
上
に、

軽
度
者
に
と
っ
て
在
宅
生
活
継
続
の

た
め
に
生
活
援
助
は
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら、

総
合
事
業
へ
の
移
行
は
不

適
当
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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